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50部屋， 1部屋あたりは 3間× 9間，ないしは 3間×10間で，階上は船頭
らの商人が使用し，本部屋と呼んだ。家賃は唐船ごとに支払われ，取引銀
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のである。欧米人の入植者や産業家たちが本国の都市を模して建設したコ
ロンボやサイゴンなどのコロニアル諸都市とは趣を異にする長崎は，日本
の伝統技術をも用いた和洋折衷の洋館建築など特異な景観を見せていた。
欧米人にとって長崎は，異国のなかの欧風空間であり，コロニアルな雰囲
気もあるエキゾティックな景観であった。カプランが言う帝国主義ノスタ
ルジアの対象となったのは当然であろう。
この後も一貫して長崎は，ツーリズム都市としての発展が求められた。
ナッシュは，モダンツーリズムの特徴について，「ツーリズムは，ツーリ
ストと彼らが居住するメトロポリスの持つ諸力が，デスティネーション地
元民との取引である
（69）
」と論じた。
ツーリズムの過程は，生産の中心あるいはメトロポリスにおいてその
刺激が発生し，次にツーリストのニーズを満たすためにデスティネー
ションを選んだり，創出したりして，さらに生産の中心とデスティ
ネーションの間に取引がなされる。その取引は帝国主義的であって，
メトロポリス―サテライト，中心－周辺といった空間的な構造をもっ
ている。デスティネーションは，ツーリストの発生源となる地域より
もわずかに生活水準が低くあるのだ。（ナッシュ：59）
ナッシュの議論は，近代におけるツーリストおよびデスティネーション
空間の発生を説明するもので，長崎のツーリズム都市への移行をよく説明
していると言えよう。
（69）　ナッシュ「帝国主義の一形態としての観光活動」前掲Ｖ・スミス編著書所収，55
ページ
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4 ．現代長崎のヘリテージツーリズム
長崎市への観光客数の推移
（70）
をみると，1980年代右肩上がりで増加し，
1996年628万人というピークを示した後減少傾向に転じ2004年には最少
（439万人）を記録した。日本が世界の工業国としてバブルに沸いた時期に
ピークに達したツーリスト数は，その崩壊，新しい時代が始まると低迷し
たのである。モダンツーリストは終焉し，ポストツーリスト
（71）
の波が長崎
にも及んだのである。
モダンからポストモダンへの移行は，欧米先進諸国では1970年代から
始まり，日本では1990年代に入ってからであった。それは，豊かさや科
学，経済発展を追求するモダンがもたらした人間疎外や自然環境破壊，公
害などの諸問題に対する反省や批判を契機としていた。新しいポストモダ
ンの世界で繁栄することができる資本の配置は，労働力の非物質的，協調
的，コミュニケーション的，そして情動的な新しい組み立てに適合し，そ
れを支配することを可能なものに限られる
（72）
。それはサービス業に代表さ
れる分野である。そしてこの時代，ツーリズムの新たな潮流はエコツーリ
ズム，ヘリテージツーリズム，グリーンツーリズム，サステナブルツーリ
ズムなどの語で語られるが，これらはモダン末期の疎外・公害への反省と
新たに発見された自然や歴史文化の稀少性，重要性や不可逆性から提案さ
れたものであった。交換価値としては無価値であると考えられていた自然
空間や歴史遺産，農業空間などが新たな時代には貴重で価値があるかけが
えのない環境であることを発見した人びとは，それらを価値ある観光「資
（70）　九州産業局，平成21年，『国内外からの観光集客人口の増加による地域経済活性
化の可能性調査　事例集』 9ページ
（71）　アーリ1990＝1995，第 5章
（72）　ハート＆ネグリ，前掲書，358ページ
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源」として認識するようになり，デスティネーション空間として活用する
ことにした。他方，貴重で保護，保存すべき諸空間の現状維持を図るため
にもツーリズムが利用された側面もある。
長崎はヘリテージツーリズムに特化したツーリズム都市としての新たな
可能性を模索している。
⑴ヘリテージツーリズム都市長崎
ポストモダン段階に入った長崎は，それまでの産業都市からツーリズム
都市，それもヘリテージツーリズム産業への道を歩んでいるように見える。
ポストモダンの時期とは，「観光のまなざしのグローバル化によってあら
ゆる種類の場所が観光のまなざし対象となった」段階であり，観光地の国
際分業が起こっているのであり，各国各都市は自らがどのようなまなざし
の対象なるか知らなければならない。アーリによれば例えば，「英国は歴
史や遺産観光に専一するようになり，その結果これが海外からの客がやは
り見たいもの，英国の国民も国内でなら行楽の対象にしたいと思うものと
なっている
（73）
」。同様な選択が長崎においてもなされたのではないか。英国
の1980年代きわめて急な脱工業化は深い喪失感を生み出した。一つは技術，
もう一つは技術を中心に発展してきた社会生活の喪失であったのだ。その
敷地や建物を保存して，そのまま別の用途に使用し，住宅，事務所，美
術・博物館，レストラン用に改装するなどした。モノ作りから遺産の製造
へと産業を変化させたのである。
長崎において遺産産業の資源となる歴史や遺産にはどのようなものがあ
るか見てみよう。きわめて特徴的で他には見られない歴史を長崎はもって
いるのだ。例えば，東洋のローマと呼ばれ多くの教会があり長崎の住民の
（73）　アーリ，2011＝2014，84ページ
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ほとんどがキリシタンであった時代の遺産，迫害され処刑された信者た
ちの「日本二十六聖人殉教地」，江戸時代唯一の交易港として西洋文化へ
の窓口となった出島およびオランダ文化，中国商人との交易に関わる唐人
屋敷・新地・中国文物，長崎の町民がこぞって働いた貿易産業・長崎会所，
丸山の物語，卓袱料理，幕末に活躍する内外人士の足跡，明治期の外国人
居留地に関わる遺産，近代産業化遺産（造船所・炭坑），原爆投下に関わ
る遺産，幾重にも重なって蓄積されてきた遺産を保存し，語り継ぐという
ポストモダンのツーリズムの資源となっている。
遺産保護，遺産観光を創出する人びと
長崎市では伸び悩む観光客数の増加に貢献したのが「長崎ランタンフェ
スティバル」と「長崎さるく」である。
ランタンフェスティバルの前身は，1987年から新地中華街で始まった旧
正月の祭りの「春節祭」である。その後長崎市と新地中華街とが協力する
かたちで，1994年から「長崎ランタンフェスティバル」として開催される
ようになった。中華街周辺の商店街とも連携して拡大した結果，集客数も
開催当初の30万人であったが2011年85万人，12年77万人，13年1010万人と
増加した
（74）
。
さまざまな遺産を素材として多様なヘリテージツーリズムが提案される。
そうしたところでは，多用途に活用される建築物や街並み，新たに開設さ
れた博物館や美術館，ほとんどいたるところで過去の何でもが保存されて
いるという感じになる
（75）
。長崎においても同様なことが出現している。例
えば，きわめて数多くの博物館や美術館が町の各地にあって，町の歴史を
物語っている。それらをみると，長崎歴史文化博物館，出島和蘭商館跡，
（74）　長崎市，2014，『平成25年長崎市観光統計』17ページ
（75）　アーリ，2011＝2014，210ページ
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シーボルト記念館，亀山社中資料展示場，三菱重工長崎造船所資料館，旧
上海銀行長崎支店記念館，長崎市水道資料館，長崎市高島石炭資料館，孔
子廟中国歴代博物館，旧長崎税関下り松派出所（べっ甲工芸館），東山手
十二番館（旧居留地私学歴史資料館），日本二十六聖人記念館，原爆資料
館など多様である。
こうした建物や遺産の保存は，地域性の「特質」を毀損するような新し
い開発を防ぐという意味がある。さらに保存運動は，開発阻止ばかりでな
く，今ある建築物の修復，町全体の風景や景観のカギとなる様相を保護す
ることもある。こうした運動を盛んにさせた要因の一つはイギリスでは
サービス階級の男子が移動せず土地への執着を増大させた「サービス階級
の地域化」があった
（76）
，とアーリは分析しているが，長崎にも同様な人び
との活躍がみられる。まち歩き「長崎さるく」の活動である。
長崎市は2006年「街歩き」をテーマにした博覧会「長崎さるく博’06」
を開催した。さるくとは長崎の方言で「ぶらぶら歩く」の意味。博覧会に
はパビリオンは一切なく準備されたのは，長崎の魅力を堪能できるよう
市民と行政が作り上げた「街歩きコース」とそのツアーであった。さるく
博は「市民プロデューサー（45名）」を中心に，42のさるくコースが作ら
れ，「さるくガイド（325名）」と「さるくサポーター（184名）」が養成され，
メニューも特製マップを片手に自由に歩く「長崎さるく」，さるくガイド
の説明を聞きながら歩く「長崎通さるく」，専門家による講座や体験を通
して深く探求する「長崎学さるく」の 3種類に分かれている。このさるく
博の試みは，市民プロデューサーらを中心にしたNPO法人と行政が，そ
の後の長崎観光の基本的なパターンとして運営している。
（76）　同上書，222ページ
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⑵長崎来訪者にとって
「長崎さるく」は，ポストモダンツーリズムのまなざしに適合したプロ
グラムで，その成果は長崎市の観光者数の増加に反映している。国内の
ツーリストが求める者には対応しているが，インバウンドツーリストには
反映していないという指摘がある。最近のインバウンドは,中国・韓国・
台湾などの東アジアや東南アジア諸国からの旅行者が顕著で，中でも好景
気の中国からは飛行機やクルーズ船で大量に来日して「爆買い」と呼ばれ
るショッピングを楽しんでいる。こうした人びとにとって「長崎さるく」
のプログラムは縁遠いものであろう。長崎の街中に点在する歴史的な物語
を地図や情報持って散策する，あるいは市民ガイドや専門家の説明やレク
チャーを受けると言う志向をもって長崎を旅行する東アジア諸国の人びと
は多いとは考えにくい。それは。中国社会自体がモダンの真っただ中にあ
り，フォーディズム的な生産重視の段階にあり，ポストモダン的なまなざ
しを持っていないと考えられるからである。今後いずれの社会もがポスト
モダンの段階に至る時に相互のツーリズム関係もまた変化するだろう。
おわりに
ツーリズム都市長崎の空間的記述を試みてきたが，ここで短い整理を
行っておこう。空間生産論にしたがって，物理的空間，思考された空間，
生きられる空間の 3空間をベースにして整理する。
近世長崎の物理的空間は，キリシタン大名によってイエズス会に寄進さ
れ，教会などが建立されキリスト教徒が集住する小ローマと称されるキリ
シタン空間であった。ここに思考されたのは，脱キリシタン空間であり国
際交易事業空間である。ユーザーである中国人游客にとっては中国人ディ
アスポラ空間，日本的旅・遊女のおもてなし空間であり，安心・安全・快
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適な遊興空間であった。
19世紀中ごろ以降ワールドシステムへの編入窓口となった長崎は，物理
的歴史的条件を基礎にして欧米人の居住空間，産業空間を含む産業都市と
して発展したが，19世紀末期には衰退しツーリズム都市への移行が始まっ
た。思考されたツーリズム都市としては，衰退した産業都市空間に加えて
雲仙リゾート空間が生産され，さらに航路によって上海と結合された空間
が形成された。こうして長崎は，上海や日本，アジア各地に住む欧米人や
買弁たちにとって帝国主義ノスタルジアの対象になったのである。
20世紀末から現代にかけての長崎は，ヘリテージツーリズム都市への歩
みを速めている。長期間にわたって蓄積してきた様々な時代の歴史遺産や
文化遺産を保全し，発掘し，説明するヘリテージ空間の生産，ヘリテージ
産業の活性化を目指している。
